
　

Q   

３
年
前
の
九
州
北
部
豪
雨

災
害
で
は
、
蜷
城
地
区
の
約
半

分
が
水
没
し
農
作
物
な
ど
が
甚

大
な
被
害
を
受
け
た
。
豪
雨
災

害
の
後
、
こ
れ
ま
で
に
行
っ
た

事
業
、
こ
れ
か
ら
取
り
組
も
う

と
し
て
い
る
事
業
は
。

A  

国
の
事
業
で
は
、
筑
後
川

本
川
の
河
道
掘
削
を
行
い
洪
水

時
の
河
川
の
水
位
を
低
減
し
、

安
全
確
保
を
図
っ
て
い
る
。
県

の
事
業
で
は
桂
川
の
か
さ
上
げ
、

川
幅
拡
幅
お
よ
び
河
川
掘
削
の

３
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

Q   

桂
川
の
水
門
へ
の
強
制
排

水
ポ
ン
プ
設
置
が
１
番
望
ま
し

い
が
、
困
難
で
あ
れ
ば
第
２
、

第
３
の
方
法
を
検
討
し
、
県
や

国
に
陳
情
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

先
人
の
築
い
た
長
田
川
の
工
法

な
ど
の
す
ば
ら
し
い
方
法
が
あ

る
は
ず
で
あ
る
。

A  
桂
川
改
修
工
事
の
事
業
促

進
及
び
内
水
排
除
対
策
に
つ
い

て
は
、
毎
年
、
県
、
九
州
地
方

整
備
局
、
国
土
交
通
省
お
よ
び

財
務
省
へ
要
望
活
動
を
行
っ
て

い
る
。

Q   

平
成
27
年
４
月
か
ら
子

育
て
支
援
制
度
が
施
行
さ
れ
た
。

蜷
城
の
学
童
保
育
所
設
立
の
陳

情
を
行
っ
た
が
、
設
立
に
は
至

ら
な
か
っ
た
。
市
の
考
え
は
。

A  

学
童
保
育
所
は
安
定
し
た

運
営
が
な
さ
れ
る
べ
き
と
の
考

え
か
ら
、
希
望
者
は
10
名
以
上

が
望
ま
し
い
と
考
え
て
い
る
。

10
名
を
下
回
る
地
域
に
お
い
て

も
、
子
供
た
ち
の
安
心
・
安
全

と
健
全
な
育
成
を
図
る
上
で
、

何
ら
か
の
居
場
所
づ
く
り
が
必

要
で
あ
る
こ
と
は
認
識
し
て
お

り
、
ど
の
よ
う
な
方
法
が
よ
い

の
か
を
地
元
や
保
護
者
会
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
も
継
続
し
て
協

議
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

Q 

桂
川
流
域
の
治
水
対
策
は

　

A 

内
水
排
除
対
策
の
早
期
実
現
に
向
け
、
要
望
を
行
っ
て
い
る

朝
倉
市
の
将
来
を
担
う
子
供
た
ち
が

　
　
　
　
暮
ら
し
や
す
い
施
策
を
問
う

質
問
者
11
人
、
傍
聴
者
68
人

重松 一英 議員
質問項目
１　桂川流域の治水対策について
２　学童保育所の現状について

一般質問は、年４回開催
される定例会の中で行わ
れます。
　ここに掲載したもの
は抜粋ですので、全文に
つきましては、会議録を
閲覧されるか、市議会の
ホームページでご確認く
ださい。

２
度
と
水
害
を
出
さ
な
い

ま
ち
づ
く
り
を
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Q  

朝
倉
市
は
合
併
10
周
年
を

迎
え
る
。
こ
れ
ま
で
の
10
年
を

振
り
返
り
、
こ
れ
か
ら
の
10

年
を
考
え
た
。
平
成
18
年
３
月

の
年
齢
別
人
口
と
平
成
27
年
４

月
の
推
計
デ
ー
タ
を
比
べ
た
と

こ
ろ
、
若
者
の
人
口
減
少
は
著

し
く
、
全
く
違
う
市
の
よ
う
に

な
っ
て
い
た
。
区
も
今
と
は
違

う
と
思
わ
れ
る
。

　
「
共
助
」
の
最
小
の
行
政
単

位
で
あ
る
区
へ
の
加
入
に
つ
い

て
、
現
在
、
市
は
ど
う
対
応
し

て
い
る
か
。

A  

行
政
サ
ー
ビ
ス
は
、
区
に

加
入
し
て
い
る
こ
と
を
原
則
と

し
て
い
る
。
加
入
を
お
願
い
す

る
立
場
で
動
い
て
い
る
。
ま
た
、

人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て
は「
創

生
会
議
」
を
基
本
に
し
て
施
策

を
考
え
て
い
く
。

新
庁
舎
建
設
に
つ
い
て

Q  

財
政
的
に
新
庁
舎
建
設
後

の
大
型
事
業
は
考
え
に
く
い
。

　

下
層
階
に
公
共
交
通
の
駅
、

そ
し
て
庁
舎
、
そ
の
上
階
に
は

居
住
施
設
を
建
設
す
る
な
ど
、

新
庁
舎
建
設
に
お
い
て
地
域
活

性
化
案
は
検
討
し
た
の
か
。

A  

財
政
的
に
合
併
特
例
債
の

あ
る
平
成
32
年
ま
で
に
完
成
す

る
と
い
う
制
約
が
あ
る
。

　

様
々
な
も
の
を
検
討
し
な
が

ら
良
い
形
で
作
り
上
げ
た
い
。

杷
木
新
設
小
学
校
に
つ
い
て

Q  

急
傾
斜
地
安
全
対
策
事
業

の
完
成
は
新
設
小
学
校
が
完
成

し
て
か
ら
１
年
以
上
後
に
な

る
。

　

教
育
委
員
会
は
保
護
者
に
対

し
て
、
安
全
安
心
に
つ
い
て
の

説
明
を
い
つ
す
る
の
か
。

A  

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
、
副
会
長
へ

説
明
を
依
頼
し
て
い
る
。

Q  

学
校
に
お
い
て
、
ゲ
リ
ラ

豪
雨
の
予
報
が
あ
っ
た
時
の
マ

ニ
ュ
ア
ル
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。

A  

平
成
24
年
の
豪
雨
の
時
の

よ
う
な
、
特
別
な
マ
ニ
ュ
ア
ル

は
つ
く
っ
て
い
な
い
。

Q  

国
民
健
康
保
険
税
が
高
く

て
支
払
え
な
い
世
帯
へ
の
窓
口

で
の
対
応
は
。

A  

低
所
得
者
層
に
は
保
険
税

の
７
割
、
５
割
、
２
割
軽
減
の

措
置
が
あ
る
。

Q  

今
後
、
保
険
者
支
援
制
度

の
拡
充
と
し
て
１
７
０
０
億
円

を
国
が
財
政
支
援
す
る
が
、
朝

倉
市
に
は
い
く
ら
支
援
さ
れ
る

の
か
。

A  

平
成
30
年
度
か
ら
財
政
制

度
の
都
道
府
県
へ
の
一
元
化
が

行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
お

り
、
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て

国
民
健
康
保
険
に
対
す
る
財
政

支
援
の
拡
充
、
ま
た
、
そ
れ
に

よ
る
国
民
健
康
保
険
財
政
の
構

造
的
な
問
題
の
解
決
お
よ
び
低

所
得
者
に
お
け
る
保
険
税
軽
減

の
拡
充
の
３
点
が
柱
と
な
っ
て

い
る
。

Q  

平
成
26
年
度
第
４
回
朝
倉

市
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議

会
で
の
朝
倉
市
地
域
交
通
網
形

成
計
画
素
案
に
は
、
三
輪
線
、

小
石
原
線
お
よ
び
宝
珠
山
線
な

ど
の
バ
ス
路
線
廃
止
の
検
討
が

必
要
と
書
か
れ
て
い
る
が
、
代

替
交
通
を
ど
う
考
え
て
い
る
の

か
。

A  

仮
に
路
線
廃
止
と
な
れ

ば
、
市
民
ニ
ー
ズ
な
ど
を
見
き

わ
め
、
必
要
な
時
に
代
替
交
通

を
行
う
。

Q  

今
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
住

宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
事
業
は
、

現
在
、
何
件
の
申
し
込
み
が
あ

り
、
総
額
い
く
ら
に
な
っ
て
い

る
の
か
。

A  

現
在
16
件
、
１
９
４
万
円

の
利
用
で
あ
る
。

Q  

今
後
、
申
し
込
み
が
増
え
、

予
算
を
超
え
た
場
合
、
ど
の
よ

う
に
対
応
す
る
の
か
。

A  

予
算
に
は
地
域
住
民
生
活

等
緊
急
支
援
の
た
め
の
交
付
金

を
活
用
し
て
お
り
、
事
業
効
果

等
を
見
な
が
ら
検
証
し
て
決
め

た
い
。

Q 

杷
木
新
設
小
学
校
の
安
全
対
策
は
大
丈
夫
な
の
か

　

A 
排
水
対
策
に
つ
い
て
は
、
そ
の
時
が
き
た
ら
や
る

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助

事
業
に
つ
い
て

10
年
前
、そ
し
て
10
年
後

冨田 栄一 議員

質問項目
１　共助の課題とこれからについて
２　庁舎建設と人口増政策について
３　新設学校建設について

和田 庄治 議員
質問項目
１　国民健康保険税について
２　地域公共交通について
３　住宅リフォーム制度について

Q 
国
民
健
康
保
険
が
社
会
保
障
制
度
で
あ
る
認
識
は

　

A 

貧
富
に
関
係
な
く
医
療
を
受
け
ら
れ
る
大
事
な
制
度

市民の足を守る公共交通

地
域
公
共
交
通
に
つ
い
て

区
へ
の
加
入
に
つ
い
て
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Q 
防
災
減
災
、
大
丈
夫
か
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

　

A 

全
て
の
事
業
で
安
心
な
生
活
を
保
護
す
る

Q  

市
長
の
最
重
要
施
策
に
「
災

害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
」
が
あ

る
。

　

平
成
24
年
７
月
、
朝
倉
市
は

経
験
し
た
こ
と
の
な
い
豪
雨
災

害
に
遭
っ
た
。
市
に
は
土
砂
災

害
警
戒
区
域
が
数
多
く
あ
り
、

集
落
も
点
在
し
て
い
る
。
ま
た
、

真
砂
土
質
の
た
め
非
常
に
危
険

だ
。
土
砂
災
害
対
策
の
ハ
ー
ド

事
業
と
し
て
急
傾
斜
地
崩
壊
対

策
事
業
が
あ
る
が
、
そ
の
目
的

は
何
か
。

A  

災
害
か
ら
市
民
の
生
活
を

保
護
し
、
民
生
の
安
定
と
国
土

の
保
全
等
に
資
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
る
。

Q  

事
業
に
は
定
義
、
採
択
の

条
件
が
あ
る
。
そ
れ
は
何
か
。

A  

急
傾
斜
角
が
30
度
以
上
の

土
地
で
高
さ
５
ｍ
以
上
、
関
係

戸
数
が
５
戸
か
ら
10
戸
未
満
は

県
の
単
独
補
助
事
業
で
対
応
し
、

市
が
施
工
す
る
。
高
さ
10
ｍ
以

上
、
戸
数
10
戸
以
上
は
国
費
事

業
で
県
が
施
行
す
る
。

Q  

採
択
条
件
に
該
当
し
な
い

地
域
は
、
ど
の
事
業
で
施
工
す

る
の
か
。

A  

農
林
課
分
の
治
山
事
業
で

対
応
し
、
朝
倉
農
林
事
務
所
や

県
の
担
当
部
署
と
協
議
し
て
い

る
。

Q  

急
傾
斜
崩
壊
危
険
区
域
に

関
す
る
費
用
負
担
、
物
件
な
ど

の
補
障
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。

A  

県
の
単
独
事
業
で
あ
れ
ば

市
50
％
、
県
50
％
で
費
用
負
担

し
、
地
元
負
担
は
な
い
。
工
事

に
係
る
用
地
は
寄
附
と
し
、
市

の
名
義
と
な
る
。
物
件
は
保
障

基
準
に
よ
り
適
正
に
算
定
補
障

す
る
。

Q  

今
後
、
合
併
特
例
債
が
な

く
な
っ
た
後
、
市
は
何
の
財
源

を
も
っ
て
事
業
に
対
処
し
て
い

く
の
か
。

A  

現
在
、
合
併
特
例
債
で
対

応
し
て
い
る
が
、
今
後
は
違
う

起
債
へ
の
変
更
も
必
要
で
あ
る
。

Q  

平
成
24
年
の
子
ど
も
の
貧

困
率
は
16
・
３
％
、
６
人
に
１

人
が
貧
困
状
態
に
置
か
れ
て
い

る
。
母
子
世
帯
で
は
54
・
６
％

を
超
え
て
い
る
。
朝
倉
市
の
実

態
を
尋
ね
る
。

A  

平
成
26
年
度
の
就
学
援

助
受
給
者
数
は
小
中
学
生
で

６
６
０
人
、
15
・
４
％
で
増
加

傾
向
に
あ
る
。

Q  

受
給
割
合
も
前
年
か
ら
０
・

６
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
、
貧
困
化

が
進
ん
で
い
る
。
子
ど
も
の
貧

困
と
教
育
格
差
に
つ
い
て
は
ど

う
か
。

A  

家
庭
の
経
済
力
や
家
庭
環

境
に
よ
り
、
学
力
格
差
が
つ
か

な
い
よ
う
な
学
校
教
育
に
尽
力

し
て
い
る
。
学
習
の
習
熟
度
が

低
い
児
童
生
徒
へ
の
支
援
を
徹

底
さ
せ
、
授
業
内
容
の
工
夫
、

個
別
指
導
、
補
充
学
習
な
ど
を

行
っ
て
い
る
。

Q  

子
ど
も
の
貧
困
は
、
日
本

社
会
の
衰
退
に
も
つ
な
が
る
大

き
な
問
題
で
あ
る
。
貧
困
の
連

鎖
を
断
ち
切
る
た
め
に
、
学
力

格
差
の
是
正
が
大
切
で
あ
る
。

子
ど
も
が
幸
せ
な
一
生
を
送
れ

る
よ
う
教
育
格
差
を
な
く
し
、

何
が
で
き
る
の
か
を
検
討
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

A  

格
差
が
つ
か
な
い
取
り
組
み

を
学
校
で
も
取
り
組
ん
で
い
く
。

Q  

８
月
６
日
だ
け
で
な
く
、

様
々
な
戦
禍
を
つ
な
い
で
、
平

和
の
大
切
さ
を
伝
え
て
欲
し
い
。

　
「
語
り
部
」の
方
の
話
や
、
体

験
談
を
つ
づ
っ
た
冊
子
が
作
ら

れ
て
い
る
の
で
、
平
和
教
育
で

活
用
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

A  
体
験
談
な
ど
、
今
で
な
い

と
伝
え
ら
れ
な
い
事
も
あ
る
の

で
、
大
事
に
し
な
が
ら
き
ち
ん

と
受
け
継
い
で
い
き
た
い
。

急
傾
斜
地
事
業
で

市
民
の
生
活
を
保
護

Q 

子
ど
も
の
貧
困
と
教
育
格
差
是
正
に
つ
い
て
問
う

　

A 
格
差
が
つ
か
な
い
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く

大庭 きみ子 議員
質問項目
１　教育行政について
２　人口減少対策について

梶原 康嗣 議員
質問項目
１　防災・減災について
　　（大丈夫か災害に強いまちづくり）
２　朝倉市が発行・管理する冊子、
　　パンフレットについて

戦
後
70
周
年
を
迎
え
、

平
和
教
育
へ
の
　

取
り
組
み
に
つ
い
て子どもの貧困対策には

周りのネットワークが大切
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